
記録

全学共通科目「京都大学の歴史」の実践

はじめに

筆者は、京都大学の全学共通科目において、

2002年度から京都大学の歴史についての講義を

実施している。本稿では、 2010年度における講

義の内容や目的を紹介し、本講義の課題を提示す

る。また、本講義は広義に考えれば最近注目され

つつある「自校教育Jr自校史教育J(1)の範時に含

まれうるものと考えられるので、本講義を手がか

りに「白校(史)教育」の現在について合わせて

考察することとする。

講義の概要

本講義の概要は以下のとおりである O

①科目名:京都大学の歴史

前述のように、筆者は 2002年度から京都大学の

歴史についての講義を実施していたが、 2008年

度までは、京都大学高等教育研究開発推進センタ

ーの溝上慎一准教授の講義「現代の大学・大学生

論」の前半部分 (7回)を担当する形をとってい

西山伸?

た。それが、 2009年度からは筆者単独で、表記の

科目名で実施するようになった。

②担当者:西山

「自校(史)教育Jにおいては、複数教員体制が

とられるのが一般的なようである(2)が、本講義で

は筆者が単独で、行っている。なお、前項で述べた

「現代の大学・大学生論」においても、京大の歴

史については筆者のみが担当していた。

③種別:全学共通科目

京都大学における全学共通科目は、教養教育を主

として担っている。本講義は、そのうちのA群科

目(人文科学及び社会科学系科目)に分類されて

いる。

④開講期・講義回数:前期のみ、合計 13回

⑤受講者数:212名

全学共通科目は、すべての学部・学年の学生が受

講可能で、あるが、一般的に言えば専門教育に入る

前の段階の 1・2回生が多いことは否定できな

い。 2010年度の受講生の内訳は表 1のとおりで

表 1 受講者学部・回生別一覧表

総合人間 文 教育 法 経済 E里 医 薬 工 農 計。 12 2 20 5 4 2 。 31 18 94 

2 3 。 4 8 1 22 。 3 17 8 66 

3 。 。 。 2 4 4 1 1 7 1 20 

4以上 1 1 1 3 3 6 1 1 9 6 32 

計 4 13 7 33 13 36 4 5 64 33 212 

十京都大学大学文書館准教授
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ある。学部については、すべての学部から受講者

が出ているが、学年については、やはり 1・2回

生が多い。ちなみに昨年度の受講者数は 190名で

あった。

⑥教科書:使用しない

毎回教材としてプリントを配付する。参考文献に

ついては、ガイダンスおよび各回の講義において

適宜提示している。

⑦評価:講義終了後に提出するコメント+学期末

試験

講義開始時に、教材に使用するプリントとともに

A4判のコメント用紙を配付する。講義は毎回 70

-75分程度で終了し、残りの時間は講義を聴い

て考えたことを記名の上書き込んで提出するよう

定めている。各コメントは 5点満点で採点し、さ

らに学期末に論述式の試験問題を 2題出題し、そ

の採点結果と合わせて合否を決定している。

2 講義の内容

( 1 )構成

本講義の異体的構成は以下のとおりである。

第 1回ガイダンス

第 2回 京大キャンパスの歴史

1 キャンパスの変遷

2 キャンパス以前

3 創立期の京大キャンパスと京都

第 3回 京都帝国大学の創立

一「自由の学風」の源流-

1 帝国大学

2 京都帝国大学の創立

3 創立期の京大

第 4回 滝川事件 -何が問題だったのかー

l 発端

2 法学部の主張と大学自治

3 休職発令から総辞職表明ヘ

4 周囲の動き
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5 法学部の分裂

6 事件の背景

7 意義とその後

第 5回戦争と大学-r協力」の諸相-

1 戦意高揚のための措置

2 戦時下の教育研究

( 1 )理工系

( 2 )文系

3 知識人のあり方、言論への責任

第 6回出征する学生たち

1 制度

2 実態

一「学徒出陣j一(1 ) 

第 7回出征する学生たち

一「学徒出陣J-(2) 

3 学徒兵たちの記録から

( 1 )学生生活

( 2 )戦争認識と在学徴集猶予停止

( 3 )運命の受容

( 4 )死と向き合って

( 5 )学徒兵の多様性

( 6 )敗戦後への想い

第 8回敗戦と新制京都大学の発足

1 敗戦直後の京大

2 戦後教育改革

3 学生を取り巻く状況

第 9回 1950・60年代の大学と学生

1 敗戦直後の学生運動

2 天皇事件

3 武装闘争から 60年安保闘争まで

4 高度経済成長期の大学

第 10回 「大学紛争」とその背景(1 ) 

1 特徴

2 外国の状況

3 経過

( 1 )慶応・早稲田・日大

( 2 )東大



( 3 )京大

4 直接的要因

第 11回 「大学紛争」とその背景(2 ) 

5 紛争をめぐる様々な言説

6 紛争の背景とその後

第 12回紛争後の大学

1 大学数の増加

2 1四六答申J

3 計画化から自由化・多様化ヘ

第 13固まとめ

なお、上記の構成のうち第 2回「京大キャンパス

の歴史jおよび第 12回「紛争後の大学」は 2010

年度に新たに追加したものである。

このような構成とするにあたっては、いくつか

の留意点があった。その第一は、本講義では、例

えば全学部の由来を示すといった網羅的・通史的

な構成をとらず、年代順ではあるがトピック的な

テーマを設定したことである。第二は、「京都大

学の歴史」と銘打ちながら、他大学や日本の大

学・大学生全般についての史料も積極的に提示し

たことである。そして第三は、戦前・戦中と戦後

のバランスを考慮、したことである。「ガイダンス」

「京大キャンパスの歴史J1まとめ」を除いた 10

回の講義は戦前・戦中 5回、戦後 5回という配分

とした。これら三つの留意点は、本講義の意図と

関連するので、あとで改めて触れる。

個々の講義においては、 A4判の用紙に当日の

講義の流れを示し、 A3判の用紙に史料や図表、

写真(コピー)などを切り貼りし、ともに前述の

コメント用紙と合わせて開始時に配付した。本講

義では、受講生ができるだけ多くの史料類に触れ

ることが重要であると考え、 1回の講義で平均す

ると 20点前後の史料類を配付した。講義全体を

通しては、史料 171点、図 21点、表 17点、写真

11点を配付した。
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( 2 )実例

本稿では、講義の実例として第 11回 11大学紛

争」とその背景(2 ) Jを紹介する。当日配付した

講義の流れと資料および資料の典拠を示した一覧

は、本稿末尾に添付した。

すでに、一週前の講義において、大学紛争の特

徴や慶応・早稲田・日大、東大、京大を取り上げ

てその経緯について新聞資料などを用いて説明

し、さらに大学紛争の直接的要因として、学生数

の急増への大学側の対応の不備、抜き打ち的な学

費値上げや学生処分に際した大学の「非民主的対

応」、ベトナム戦争や高度成長下に露呈し始めた

様々な社会のひずみ等が挙げられることを述べて

いた。その上で、この講義では、まず全共闘等に

積極的に関与した学生や教員、そして積極的では

ないがデモやバリケードには参加した学生たちが

残した当時の史料や回想等を紹介した。中心とな

った学生の考え方を知ることも重要で、あるが、彼

らに同調した学生たちの意識や衝動を見ることも

それと同じくらい重要だと考えた。そうでないと、

なぜ大学紛争があれだけ短期間に全国的に拡大し

たのか分からないと判断したからである。さらに、

彼らの考えや行動が次第に他者への非寛容に陥っ

てpく過程を示す史料を何点か示し、運動の過激

化と急速な収束を説明しようと試みた。同時に、

当時管理者側として関わった人たちゃ、いわゆる

一般学生の史料も紹介し、大学紛争の多面的理解

を促した。こうした史料を踏まえ、前回の講義で

取り上げた直接的要因とは別に、当時の学生たち

の情念の問題として大学紛争を考えることの必要

性を述べた。

この講義終了後の受講生コメントの一部は次の

とおり。

「大学紛争が起こった中で、また紛争が行われて

いく中で、学生がどのようなことを考えていたか

について興味深い発言、言説を知ることができた。
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初めのほうの史料では、近代文明ひいては当時の

社会(近代主義)への懐疑の目が向けられていた

が、これは今でも議論されうること、いやされる

べきことだろう O つまり現代でもこの問題は解決

されていないということだ。この時代から今まで、

日本人が近代主義をどのように見ていたのかは気

になることである。また、大学の抑圧に対する抵

抗という点、つまり脱権威化を目指して始まった

という側面があったのに、いつの間にか自らが権

威のようになり暴力も辞さずに警察等と対抗して

いくというのは逆説的である。「人聞は暖昧なも

のに堪えてかねばならなpJという発言もあった

けれど、多くの人は本当に暖昧なまま運動にくり

出したのかもしれなpJ(文学部)

「先生が大学紛争は政治闘争ではなく、若者達の

一種の反抗期だとおっしゃったことには、なるほ

どと思いました。確かに一部の人は、政治的な構

想、を持って、運動に参加していたのでしょうが、

大部分の人間は何とも言えぬ不満をどこかにぶつ

けたかったのだと考えると、史料にあった、当時

の人々の発言と辻棲が合うし、運動の急速な収縮

にも説明がつきます。となると、疑問に思うのは、

何故近年の若者は、社会に反抗していかないのか

ということです。映画やドラマでは、喧嘩ばかり

していて、社会に反抗する不良少年・少女が未だ

に描かれてヒットしているのは、何故だろうと思

います。また、選挙で、の若者の投票率が下がって

いるなどの若者の政治離れなどが問題になってい

ますが、そのような社会に対する無関心というも

のも、今回の講義内容を手掛かりにして考えるこ

とができるのではないかと思いました。J(文学部)

「学生紛争を「反抗期」ととらえる教授のお考え

は興味深いものがありました。戦争で死んだ国が

一応「成長」してpく、と pった構図でしょうか。

そういえば明治~戦前もそう捉えられるかもしれ
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ません。明治末の社会主義運動などを「反抗期J

ととらえられるかもしれません。そうならば、そ

ろそろご臨終になるのかもしれませんが。〔中略〕

良い意味なら社会は「成熟期」、悪い意味なら

「衰退期」にあるのかもしれません。どちらかは

分かりませんが、大学の歴史でここまでいろいろ

考えることになるとは思いませんでした。やはり

振返ればまさかの展開に「面白かった」と思えま

したJ(文学部)

「大学紛争を起こしていた人々はなぜ大学を相手

取ったのでしょうか。史料には、大学が政府に属

するものの中で一番弱いものだから、大学を相手

取ったみたいなことが書いてありましたが、普通

に考えて一番弱い者を攻撃しでも全体が揺らぐこ

とってない気がします。それなのになぜ、大学を敵

に回したのかよく意味がわかりませんでした。も

しかすると、本当は何も変えることはできない、

政府やそのパックについているアメリカに正面き

って立ち向かうことなんでしょせん無理だと、ど

こかで分かっていたからでしょうか。そういう部

分って日本人だなあ、みたいに思います。無理だ

と分かっていながら、最後までやるんだ、みたい

な勢いが。ひとくくりには言えないとは思pます

がJ(教育学部)

「大学紛争宇政治闘争という先生の考え方は斬新

でしたが、確かにこの運動は「反抗期」であると

みることができると思います。というより、大学

紛争のことを教わっても、何かモヤモヤとしたも

のが残ると感じていた原因が分かった気がしま

す。つまり、学生たちが求めていたもの、ヴィジ

ョンが見えないということです。しかし、この点

は今の学生にも言えることかも知れません。しか

も、彼らと違って行動を起こすこともない・-

自分の世代のことながら、この世代はどうなって

いくのだろう、と一抹の不安も感じましたJ(法



学部)

「学生運動に対する認識が変わった。大学紛争は

その主義主張ばかりがいつも目について、あたか

も全体がそれ一色に染まっていたかのような印象

を持っていた。しかし、そんなことは実際ありえ

ず、やはり明確な意図を持って参加していたのは

少数だったのだろうが、その他大勢がなぜ、関わっ

ていたのか特に考えたこともなかった。それで、

文章中の「おもしろいからやるJr青春期の空洞

を満たしてくれるように感じる」を読んだとき、

いままで自分と断絶を感じていたこの頃の学生が

なんだか身近に感じられた。青年期特有の反抗心

や破壊的衝動があの運動に関わったその他大勢を

動かしていたのなら、今まで遠いものとしか感じ

ていなかった大学紛争もなんとなく理解できるも

のである。僕も若者だからJ(理学部)

3 講義の意図と課題

( 1 )意図

すでに述べたように、本講義は京大の全学共通

科目という枠組みで実施されているものであり、

受講生も理系を含むすべての学部にわたってい

る。そうした中で、筆者の本講義における意図の

第一は、これを教養教育として行うということで

ある。

教養教育について、例えば寺崎昌男は、敗戦後

の教育改革で一般教育を導入した日本の大学は当

初「教養ある専門人」を養成することを目標とし

ていたが、今日の大学教育の目標は「専門性に立

つ新しい教養人」を作ることと組み替えられなけ

ればならない、と述べる。そして、「大学は、生

涯をかけてみずから学ぶ力を身につけ、その基礎

となる専門学識を獲得しつつも、しかし卒業まで

に新しい現代的教養にふれた新しい時代の「教養

人」の育成こそめざすべきではあるまL功づ (3) と
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主張する。

このような見解に筆者も基本的に賛意を表する

が、こうした「教養人」になるいちばんの基礎は、

自らの眼でものを見、自らの頭で物事を考える力

であろう。受験まで受動的な勉強が中心であった

と思われる大学生に、能動的・主体的に思考する

力を身につけさせる、それが教養教育の第一歩で

あり、教員はそれぞれの専門の立場からそうした

教育を実践することが必要なのではなpかと筆者

は考える。筆者の専門は、日本近現代史であるか

ら、日本近現代史上の事象を取り上げて、歴史的

にものを見、考えることの重要性を示すべきであ

るとして、その素材に京都大学を選んだのであっ

た。この考え方からすれば、講義のテーマが京都

大学の歴史である必然性はない。ではなぜ京都大

学かといえば、一つには筆者自身が業務としてそ

の歴史の調査研究に携わっているためであり、も

う一つには受講生にとって身近な存在であり講義

に入り込みやすいと予想したためである。

本講義の意図の第二は、受講生に大学・大学生

について考える手がかりを提示することである。

言うまでもなく、受講生は京都大学に所属する学

生であり、彼らにとっては大学・大学生について

考えることは、自らについて考えることにほぼ等

しいと思われ、充実した大学生活を送る上で非常

に重要なのではなかろうか。前述のように、本講

義では網羅的・通史的ではなくトピック的なテー

マ設定を行っているが、それは各国で取り上げた

のがいずれも大学や大学生のあり方が問われた時

代だったからである。京大の創立は、従来の東大

とは異なる大学を創り上げようとする模索でもあ

ったし、滝川事件は国家と大学の関係を問う大事

件であった。戦争や戦後改革、大学紛争なども論

じるまでもなくそうであった。こうしたそれぞれ

の時代に大学に関わった人々、特に受講生と同世

代の若者が何を考え、どのように行動したのかを

史料に基づいて示すことによって、受講生が自ら
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について見つめられるようになるのではないかと

考えた。こうした意図のもとでは、彼らが最も身

近に感じる京都大学に関する史料を中心的素材と

しつつも、必ずしもそれにとどまる必要はないと

判断し、他大学関係の史料も積極的に活用するこ

とにした。さらに、現在に直結するものとして戦

後史を重視するように努めた。

こうした意図が適切かどうか、またその意図が

貫徹できているかどうかは、もちろん受講生が判

断するべきであるが、第 12回の講義終了後に講

義全体についてのコメントを求めたので、参考ま

でに提出されてきたものの一部を以下に紹介す

る。

「もともと地歴公民の「歴史」が好きで名前に歴

史が入っているというだけで選んだこの授業だっ

たが、他の授業が妙に堅苦しい内容だったり先生

の訳文から哲学をきかされるのに比べて、この授

業では毎回毎回当時の人のギリギリトークを読め

てワクワクした。今まで、習ってきたものは締麗な

ことばかりだったけど、この授業は当時の日記と

か独特のライブ感があったり今だから言えること

や普通じゃ見られない資料など当時の人の心情に

惹きつけられる小説のような授業でしたJ(文学

部)

「授業の後半に関しては、まさに現在の私達に直

結する出来事ばかりで、日々のふとしたギモンが

解消され、とても面白く感じたし、乙の大学を身

近に感じることができた。そして、よく歴史はく

り返すといわれるけれど、資料から見ても人々の

行動にはパターンがある様に感じられたし、歴史

を、あくまでも資料に基づく歴史的事実をもっと

多くの人が知るべきだと感じたJ(文学部)

「自分の通っている大学について知ることができ

非常に有意義でした。京大ができるまでの話、東
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大との差別化の話、滝川事件についてなど、非常

に興味深かったです。一方で、戦時体制の話や大

学紛争の話など、当時の大学生について知ること

もできました。彼等の手記などから(自分がその

立場だったらどう行動していただろう・・・。)

と毎回様々なことを考えさせられました。どっち

が正しかったのか、何が正しかったのか、とか一

概に言えないことばかりで、表面的な事実の知識

を超えたことを知れたことがとても良かったで

すJ(教育学部)

rr京都大学の歴史Jは先輩から勧められて何とな

く取った授業でしたが、週の中で本当に楽しみな

授業でした。私が勝手に想像していただけかもし

れませんが、授業を聴くと「正しいって何だ」と

か「人ってどうあるべきなんだJみたいな、京大

の歴史とはあんまり関係ないことまで考え込んで

しまいました。もちろん、答えなんか出ませんけ

ど・・・。大学に入って、一番大学で受けるべき

授業だと思いました。「考える」ということを唯

一させられた授業でしたJ(教育学部)

「僕は単純に京都大学の歴史に興味があったので

この科目を履修し、はじめの授業の方は京大の歴

史を楽しく学んで、いたのだけど、いつの間にかレ

ジメに出てくる若者たちの言葉を自分自身にあて

はめて聞くようになり、歴史について学んでいる

というより今の自分の在り方について考えるよう

になっていた。思えば僕たちと同年代の言葉が多

く引用されていましたが、これは意識してやって

いたことなのでしょうか?J (理学部)

「乙の授業では、京大の歴史と銘打つてはいるも

のの、その講義名から推測される以上に、大学や

社会にまつわる歴史・事実・問題などを見ていく

ことができて、非常に私にとって有意義な講義で

した。〔中略〕単に一言、大学紛争と言っても、



ただ何が起こったかの事実確認に終わらず、その

背景や人間の心理、人聞がかたちづくる社会の構

造やしくみも垣間見ることができて面白かった。

組織という、人間たちで構成してきたものによっ

て、その中にいる人聞を圧迫する、というような、

人間がたくさん集まって物事をするとおこる現象

は、学生運動に限らない普遍的なものである。ま

た、時代の思想の流れに対する各人間の反応の

様々、昔の発言と矛盾する発言をするようになっ

て他の人聞が違和感を覚えるような人間には絶対

になりたくないと思っている私であるが、そんな

保証はどこにもないのが残念ながら事実であるJ

(工学部)

「授業全体の感想としては、この講義では京大の

華々しい部分がたくさん見られるのだろうと予想

していたら、後半は思いの外暗い話が多くて驚き

ました。こういう過去があるということを知って

いるだけでも、この京大をいろいろな視点から見

ることができるようになりとても有意義な講義で

したJ(工学部)

「歴史を理解するのに、どうして名もない学生の

手記や、会話文が史料に必要なのか、最初は不思

議でしたが、出来事の連続として大ざっぱに語ら

れる歴史の裏に隠された、そういう名もない人々

の生の声が、実は大きな歴史の流れや原動力を理

解するのに必要な情報なのだなあと授業を通じて

感じました。また、戦前戦後で手のひらを返した

ように変わってしまう価値観や、暴力にエスカレ

ートしてpく学生運動など、その時代の流れに翻

弄される人々を見ると、彼らを批判したい気持ち

になるけれど、僕が彼らを批判できるのは、そう

いう時代が過ぎ去った現在から彼らの時代を客観

視できるという特権を僕が与えられているからに

過ぎず、僕自身もまた無意識の内に今の時代の悪

~)部分に同調してしまっているかも知れないし、
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また、今後そういうことがあるかも知れないので、

自分も人の事を言えたものじゃないと思いまし

たJ(農学部)

( 2 )課題

本講義の課題の第一は、科目名と内容のずれで

ある。これまで述べてきたように、本講義は京都

大学を中心としつつも、他大学に関する史料も積

極的に扱っている。こうした講義の進め方は受講

生の当初の予想や期待とは合わない面ももってい

るようである。昨年度のある受講生のコメントに

11京都大学の歴史」は、大学紛争のような大きな

テーマも一般教養としてはよいが、もっと身近な、

京大だけと密接に関係したような小さなテーマも

たまには扱って欲しいと思いましたJとあったの

は、そうした側面を表していると言えるかもしれ

ない。また、本講義では京大の学問史や、例えば

ノーベル賞受賞者のような京大出身の著名人、と

pったテーマは一切取り上げていない。コメント

に直接示されてはいないが、こうしたやり方に違

和感を持つ受講生も存在するかもしれない。科目

名の付け方を含めて検討するべきであろう。

課題の第二は、大学紛争後の大学についての内

容の充実である。大学紛争も約 40年前の出来事

となり、現在の学生からすると完全に「歴史」と

なっている。さらにこの 40年間の大学の動きや

学生生活の変化を考えると、近年の大学までを一

連の流れの中で提示する必要があろう。前述のよ

うに、今年度から「紛争後の大学」を講義するよ

うにしたが、次年度以降はさらに充実させること

を検討しなければならない。

課題の第三は、史料の分量と講義の進度の問題

である。講義の実例でも示したように、 1回の講

義で扱う史料は多量である。様々な角度からの史

料をなるべく多く紹介したいという意図に基づい

てこのような分量になっているが、その結果必然

的に個々の史料への言及は表面的となり、また講
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義の進度は非常に速いものになってしまう。教室

においては、史料の読み方、捉え方を説明し、持

ち帰ってじっくり読むように指導しているが、現

実問題としては講義についてこられない受講生も

存在していることが予想される。コメントに示さ

れる受講生の反応を見ながら、適切な分量と進度

を考慮、しなければならないと思われる。

4 r自校(史)教育」について

「はじめにJで述べたように、近年大学におけ

る「自校(史)教育」が注目されつつある。その

制度的背景としては、 1990年代以降の大学審議会

や中央教育審議会における教養教育重視が挙げら

れ、さらに少子化の中で各大学が自らの個性を積

極的にアピールしようとしていることも関係して

いるであろう。 2008年 12月の中央教育審議会答

申「学士課程教育の構築に向けて」でも、初年次

教育における「大学に期待される取組Jとして

「大学生活への適応、当該大学への適応(自分の

居場所づくり、自校の歴史の学習等)、大学で必

要な学習方法・技術の会得、自己分析、ライフプ

ラン・キャリアプランづくりの導入などの要素を

体系化するJ{4}と、「自校(史)教育」が例示され

ている。

筆者は、本稿で紹介した講義が「自校(史)教

育」であるという自覚は特に持っていないが、

「自校(史)教育」の実態について詳しい調査を

行った大川一毅によると、その定義は「大学の理

念、目的、制度、沿革、人物、教育・研究等の現

況、社会的使命など、自校(自学)に関わる特性

や現状、課題等を中心的な教育題材として実施す

る一連の教育・学習活動J(5) ということであり、

そうであるならば本講義もそのーっとして分類す

ることは可能で、あろう。

こうした「自校(史)教育」は何のために実施

されているのか。例えば、 1997年度という比較的

早い時期に「日本近代史と明治大学」という講座
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を開始した明治大学は、その開設の趣旨において、

講座開設の効用について「本講座を開設すれば、

明治大学に学ぶ多くの学生たちに、本学の歴史に

ついての学問的認識・歴史像を形成する機会を保

証することができる」とした上で、「しかも、そ

れはただ単に学問的認識にとどまらず、学生諸個

人と大学との一体感を作り上げ、精神的に学生と

大学とを強い紐帯で結ぶことを可能にする。こう

して愛学心や UI(大学との一体感)が形成され

ることになるY6)と強調している。また、同じく

1997年度に「九州大学の歴史Jを開講した九州大

学では、その目的について「九州大学の歴史を学

ぶことから、九州大学に対するアイデンティティ

の確立と、本学で学ぶ意義を自覚してもらおうと

いう意図からでありましたJ{7}と述べている。

この、「愛学心(愛校心)Jiアイデンティティ

の確立」は「自校(史)教育」について語られる

際に頻繁に出てくる言葉である(針。しかし、「自校

(史)教育」に関するこうした語られ方や現在の

位置づけについて筆者はいくつかの疑問を感じて

pる。

疑問の第一は、「愛校心Jiアイデンティティの

確立」を目的や効用とした場合、それを講義とい

う形式で実現させようとするのが適当かどうかと

いう点である。講義であるからには、受講生を評

価して合否を決定しなければならず、そのために

は試験やレポートを彼らに課すのが普通である O

しかし、「愛校心」や「アイデンティティ Jは評

価の対象になりうるのか、筆者には疑問である。

「初年度・導入教育における自校教育の実施は

「授業という実質Jによって大学目的や特性の周

知を実現する効果的な手段J(9) という積極的な評

価もあるが、こうした形の「自校(史)教育」が

学生評価になじむのかどうかは、改めて検討する

ことが求められよう。

疑問の第二は、「愛校心Jiアイデンティティ j

を教育の目的・効用に挙げている点そのものであ



る。まず「愛校心」であるが、自らの所属する大

学について学ぶことによって、大学を身近に感じ

それに愛着を覚えるようになる学生が育つことは

十分考えられ、喜ぶべきことでもある。しかし、

それはあくまで教育の結果の一つであって、主た

る目的や効用として挙げられるべきものではない

のではないか。「愛校心」を育てることを目的と

してしまうと、学生にとって最も重要な、物事を

客観的、批判的に見て考える力が養われなくなる

のではなpかと危慎するのである。また、「アイ

デンティティの確立」についても疑問がある。そ

もそも「アイデンティティ」とは何か。例えば

『広辞苑』によれば、「人格における存在証明また

は同一性。ある人が一個の人格として時間的・空

間的に一貫して存在している認識をもち、それが

他者や共同体からも認められていることJ(10) とあ

る。これは、やはり大学教育の場で最近時々聞く

「自分の居場所」に通じるものがあると思われる。

ただ、考えてみれば個人の「アイデンティティ」

は単一で、はないはずであり、家庭、友人関係、地

域社会等々それぞれの場でそれぞれのものがあ

る。もちろん、想定される受講生はある特定の大

学に所属してる学生であり、在学中は多くの時間

をその大学で過ごす存在である。しかし、そうで

はあるがなぜ「大学生」一般や、「若者Jではな

く、，00大学Jの学生としてのアイデンティテ

ィが確立されなければいけないのか、やはりそこ

には何らかの説明が必要なのではなかろうか。

おわりに

以上、本稿では、筆者が行っている全学共通科

目「京都大学の歴史Jの紹介と、「白校(史)教

育Jの現状について筆者の感じる疑問点の指摘を

行った。筆者の講義はもちろん、「自校(史)教

育」もまだ歴史は浅く、今後も様々な角度からの

議論が必要であることは間違いない。本稿がその

ささやかな一助になれば幸いで、ある。
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[註]

( 1 )大学における「自校(史)教育」は、 1990年代

の半ば頃に始まったのではなpかと考えられる

(拙稿 11大学アーカイヴズJの現状と今後」全国

大学史資料協議会編『日本の大学アーカイヴズ』

京都大学学術出版会、 2005年、 12頁)。最近では、

個々の大学での実践紹介だけでなく、それらを総

合して「自校(史)教育」の意義を探ろうとする

研究やシンポジウムなども行われている。例えば、

大川一毅「大学における自校教育の現況とその意

義 一全国国立大学実施状況調査をふまえて-J

『秋田大学教養基礎教育研究年報J第 8号、 2006

年、同「全国大学における自校教育の実施状況

-2008年度「自校教育実施状況調査」をふまえ

て-J r大学教育学会誌J第 31巻第 1号、 2009年、

『大学教育研究フォーラムJ14 1自校教育の到達点

と今後の課題」立教大学、 2009年、湯川次義・久

保田英助・野口穂高・大岡紀理子・大岡ヨト 11白

校史教育」に関する基盤的研究Jr早稲田教育評論』

第 24巻第 1号、 2010年、など。

( 2 )大川前掲「全国大学における白校教育の実施状

況J176頁、によると、大川の実施したアンケー

トへの回答 196授業中 82%にあたる 160授業が複

数の教員によって担当されており、 1名の教員で

すべてを担当しているのは 36授業に止まったとい

つ。

( 3 )寺崎昌男『大学教育の可能性 教養教育・評

価・実践』東信堂、 2002年、 93頁。

( 4 )中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けてJ

2008年、 36頁。

( 5 )大川前掲「大学における自校教育の現況とその

意義J11頁。

( 6 )前掲『大学教育フォーラムJ14、76頁。

( 7 )新谷恭明・折田悦郎編『大学とはなにか 九州

大学に学ぶ人々ヘj海鳥社、 2002年、 5頁。

( 8 )他にも、大川が紹介している国立大学「白校

(史)教育」のシラパスには「この講義から、本学

の学生として何を学んでゆくべきかについて考え、

自らが将来の計画を創り上げるための基礎を確立

して欲しいjや、「大学の歴史を題材としながら、
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大学の現状と課題について学生に理解させ、一人

一人が本学構成員としての意識を高め、本学及び

自身の未来を主体的に切り開く観点を持ってもら

えるように特に留意して授業を展開しているJな

どの記述がある(大川前掲「全国大学における自

校教育の実施状況J174頁、圏点筆者)が、これ

らも各所属大学の学生としてのアイデンティティ
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の確立を目的(の一つ)としていると考えてよい

であろう。

( 9 )大川前掲「大学における自校教育の現況とその

意義J12頁。

(10)新村出編『広辞苑J第六版、岩波書底、 2008年、

8頁。
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講義資料

全学共通科目「京都大学の歴史J

「大学紛争」とその背景 (2) 

5 紛争をめぐる様々な言説

文明への聞い[史料 1J、「産学協同」への疑問[史料2J

加害者としての自己[史料3J→「自己否定J

現在の大学秩序の否定=現体制の否定[史料4J
研究者観、先駆性論、「欺目前」との闘い [史料5J

2010.7.7 西山

実力行使の正当化(体制側の暴力、古典的マルクス主義) [史料6J
「戦後」・上の世代に対する告発[史料 7、8J

参加した学生の意識、衝動、気分[史料 9、 1 0 、 1 1、 1 2、 13、 1 4 J 

参加の事実上の強制[史料 15、 16 J 

他者への非寛容、追い詰める道具としての「自己否定J[史料 17、 1 8、 1 9 J 

「一般学生J 史料 20 J 

管理者 [史料 21、22、23、24 J 

社会から

6 紛争の背景とその後

「情念」の問題として

正義感・潔癖性(←民主主義教育)

「単純な」発想、(敵の設定、激しい攻撃) +先駆性論 → ドグマ(r全OOJ)

大学・人間への期待(r連帯J["欺繭J["売り渡しJ)

社会の急速な変化→「不定型の不安j、いらだち→大人社会への反抗

運動の細分化・過激化→学生運動離れ、政治離れ

大学改革への影響(反面的)

言葉の力の表退(言い逃れ、無責任、権威の崩壊) [史料 25 J 

理想主義の退場→現実主義、私生活中心主義

多様な社会運動の先駆け的位置

おわりに
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史
料
与

受
験
生
諸
君
へ
訴
え
否

1
l
t
C問
委

3
月
3
日

1

我
々
C
闘
委
は
何
故
「
入
試
強
行
」
に
反
対
な
の
か

寮
三
項
目
要
求
(
無
条
件
増
寮
・
二
十
年
長
期
計
画
白
紙
撤
回
。

経
理
会
面
公
開
〉
を
掲
げ
て
学
生
部
封
鎖
に
突
入
し
た
1
・
お
以
来
、

我
々
は
一
貫
し
て
現
在
の
大
学
が
内
包
す
る
諸
々
の
矛
盾
を
あ
ば
き

出
し
、
告
発
し
て
き
た
。
文
部
省
あ
る
い
は
奥
田
国
大
協
自
主
規
制

路
線
と
真
向
か
ら
対
決
す
る
寮
一
一
一
項
目
要
求
に
対
し
当
局
は
一
切
答

え
る
と
と
な
く
、
外
人
部
隊
排
除
と
い
う
名
目
で
本
部
構
内
を
バ
リ

ケ
ー
ド
封
鎖
し
て
学
生
部
に
対
し
て
封
鎖
実
力
解
除
を
行
な
い
、
寮

闘
争
を
圧
段
せ
ん
と
し
た
。
そ
し
て
あ
の
狂
気
の
一
一
一
日
間
の
責
任
を

追
及
す
る
大
衆
団
交
に
於
て
、
自
ら
陣
頭
指
揮
を
し
て
い
た
奥
田
学

長
は
、
一
切
の
責
任
を
共
同
責
任
と
い
う
無
責
任
に
回
避
し
て
、
結

局
誰
が
責
任
者
と
な
る
の
か
を
ど
ま
か
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
当
局
と
、
闘
争
破
壊
に
狂
奔
す
る
民
事
帽
に
対
す
る
大
衆

的
な
怒
り
は
1
月
初
日
に
爆
発
し
た
。
と
の
日
教
養
部
代
議
員
大
会

は
、
奥
田
自
己
批
判
要
求
、
寮
三
項
目
貫
徹
を
骨
子
と
す
る
八
項
目

要
求
を
掲
げ
て
無
期
限
ス
ト
に
突
入
す
る
と
と
を
圧
倒
的
支
持
で
可

決
し
た
。

に
も
い
な
い
。
た
だ
あ
る
の
は
、
資
本
と
体
制
に
尾
を
ふ
る
「
権
威

ト
日
」
「
学
位
ト
日
」
ば
か
り
な
の
だ
。

メ

1
テ
ル

D
ン
ク
の
「
青
い
烏
」
は
教
訓
的
で
さ
え
あ
る
。
ど
ζ

を
探
し
て
も
車
問
い
烏
は
い
や
し
な
い
、
自
ら
の
手
で
つ
く
り
出
す
ま

で
は
。
真
の
大
学
を
、
真
の
学
問
を
追
求
す
毛
が
故
に
資
本
に
が
ん

じ
が
ら
め
に
し
ば
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
に
甘
ん
じ
る
ば
か
り
か
喜
ん

で
い
る
よ
う
な
現
在
の
大
学
を
拒
否
し
、
体
制
を
告
発
す
る
我
々
は
、

z
p
l
ト
た
る
自
己
を
否
定
し
て
非
妥
協
的
に
闘
う
と
と
し
か
な
い

の
で
あ
る
。

s
我
々
に
は
用
意
さ
れ
た
出
口
は
な
い

受
験
生
諮
君
が
京
大
に
入
る
に
し
ろ
、
他
の
道
を
進
な
に
し
ろ
我

我
が
今
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
取
組
ん
で
い
る
矛
盾
は
会
社
会
的
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
君
速
に
追
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
資
本
主

義
の
高
度
化
の
中
で
、
そ
し
て
権
威
と
秩
序
の
内
実
が
暴
露
さ
れ
そ

れ
が
瓦
壊
し
つ
つ
あ
る
大
学
の
中
で
、
君
が
何
を
見
つ
め
ど
う
生
き

る
か
と
い
う
と
と
が
関
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
我
々
は
ζ

の
す
ぐ
れ
て

現
代
的
な
闘
い
の
中
で
自
ら
が
生
き
る
と
い
う
と
と
が
、
強
面
な
自

立
し
た
自
己
を
形
成
し
借
物
で
な
い
自
ら
の
論
理
と
行
動
を
未
だ
議

も
な
し
得
た
ζ

と
の
な
い
闘
い
の
さ
中
に
貫
く
と
と
で
あ
る
と
は
っ

き
り
と
自
覚
し
た
。

我
h

の
非
妥
協
的
な
闘
い
は
始
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本
質
を
暴

露
し
た
機
動
隊
の
露
骨
な
弾
圧
、
全
組
織
あ
げ
て
の
日
共
の
闘
争
破

壊
、
当
局
の
黙
殺
の
暴
力
、
と
れ
ら
に
抗
す
る
我
々
の
前
途
は
決
し

て
平
た
ん
で
は
な
い
。
し
か
し
我
々
は
屈
服
を
拒
否
し
、
あ
ら
ゆ
る

弾
圧
、
妨
害
を
は
ね
の
け
て
問
う
で
あ
ろ
う
。

我
々
が
自
ら
切
り
開
い
た
地
平
を
、
思
想
性
を
賭
け
た
闘
い
で
突

き
進
む
う
ち
に
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
「
出
口
な
し
の
情
況
」
に
い

た
。
と
い
う
の
は
と
の
闘
い
に
於
て
一
切
の
主
体
性
を
抜
き
に
し
て

未
来
を
予
測
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
出
口
は
、
、
自
ら
の
手
で
ハ
ン

マ
ー
を
ふ
る
っ
て
創
り
出
す
し
か
な
い
。
何
を
手
段
に
、
ど
ん
な
出

口
を
つ
く
る
の
か
、

ζ

の
一
切
は
我
止
と
諸
君
の
攻
撃
的
知
性
の
中

に
あ
る
の
で
あ
る
。
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全学共通科目「京都大学の歴史」の実践(西山)

史
料
i

? 
E急

か
命
日
川
¥
ぴ都

市
工
学
大
学
院
ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
委
員
会
情
宣
部
/
会

学
の
大
学
院
生
・
研
究
生
・
「
研
究
者
」
へ
の
ア
ピ
ー
ル
「
研

究
者
に
と
っ
て
東
大
闘
争
と
恥
?
」
〈
m
m
・
ロ

-
U
)

av東
大
闘
争
は
我
々
の
何
を
告
発
す
る
の
か
?

-
E
z
-
-
B
E
B
E
E
-
-
'
z
l
a
E
E
E
E
，.，，，
s
a
E
E
B
E
l
a
t
-
-
‘aE
E
E
'
E
E
E
e
-
-
'
I
t
a
-
-
E
E
I
'
a
B
E
a
-
-
p
p
b
E』
E
E
-
-

我
々
は
現
在
、
澱
烈
な
東
大
闘
争
を
闘
っ
て
い
る
。
東
大
関

t

て

古

る

鎖

t
な

く

間

同
司
対
引
制
剖
斗
叫
寸
閥
材
叫
，
寸
叶
る
。
即

ち
、
日
常
的
地
平
で
の
研
究
者
と
し
て
の
規
定
そ
の
も
の
を
問

題
に
し
、
「
ま
ず
寂
々
は
、
歴
史
的
・
社
会
的
に
規
定
さ
れ
た

存
在
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
研
究
す
る

我
々
」
を
聞
い
直
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
「
学

問
」
自
体
の
存
立
基
盤
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
実
践
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
で
既
成
の
あ
ら
ゆ
る

領
域
の
研
究
は
、
そ
の
存
立
基
盤
に
対
す
る
盲
目
性
に
よ
っ
て

痛
烈
な
断
罪
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
即
ち
、
い
か
な
る
研

究
も
決
し
て
そ
の
学
問
的
対
象
の
個
別
主
義
的
、
技
術
的
・
却

自
的
把
握
を
も
っ
て
「
研
究
」
た
る
名
称
を
俗
称
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

A
V
A
聖
職
者
的
意
識
V

を
A
加
害
者
意
識
V

に
転
化
せ
よ
!

封
鎖
に
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自

ら
を
あ
た
か
も
社
会
に
対
し
て
第
三
者
的
・
外
在
的
な
存
在
で

あ
る
と
自
己
規
定
し
、
「
科
学
技
術
そ
の
も
の
は
」
と
い
う
形

で
技
術
の
普
遍
性
(
趨
階
級
性
)
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弘
明
一

理
扱
き
の
「
『
科
学
・
技
術
の
洗
練
』

H

『
進
歩
』
は
と
に
か

く
良
い
こ
と
な
の
だ
」
と
い
う
神
話
的
価
値
づ
け
が
な
さ
れ

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
こ
と
の
近
親
相
姦
的
関
連
の
も
と
に
、

科
学
技
術
至
上
主
義
、
研
究
者
H
聖
職
者
意
識
が
腔
胎
し
、
か

〈
し
て
「
何
は
と
も
あ
れ
、
研
究
者
は
研
究
を
第
一
と
す
べ
き

ど
し
、
研
究
の
自
由
も
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
の
つ
ベ

ト
し
た
研
究
者
エ
ゴ
が
長
子
権
を
獲
得
し
て
俳
御
す
る
。
し
か

し
考
え
て
も
み
よ
う
。
吋
瑚
剣
剖
可
同

1
U引
材
.
叶
対
対
叫

荷

到

剖

吋

吋
l

寸
側
叫
叶
叫
剖
判
汁
斗
叶
割
対
剖
品
付
同

調
叫
樹
樹
制
刈
問
寸
同
制
川
叫
剖
4
司
引
.
川
寸
叶
矧
廿
掛
川
同
叫

斗
叫
剖
封
例
剰
斜
倒
倒
叫
叫
寸
寸

1
矧
倒
剖
閣
制
叫
捌
刺
割
利

引
銅
剣
倒
吋
d
・4
，
刊
副
司
叫
剖
淵
剖
対
封
寸
川
剖
叫
叶
削
剖
一
w

叫
剖
け
川
U
叫
叫
倒
判
ベ
開
制
寸
削
劃
刷
割
刈
司
川
引
叶
川
引

矧
寸
羽
謝
割
問
制
叫
割
射
利
引
叶
川
叶
矧
同
制
川
廿
ォ
斗
斗
叫

制
川
寸
刻
升
割
付
則
剖
封
同
矧
叶
引
面
倒
制
叫
ぺ
捌
割
割
刈
叫

刻
刻
剖
割
材
対
叫
柑
引
制
川
崎

e

更
に
「
研
究
者
」
は
そ
う
い
っ

た
分
業
形
態
の
中
で
科
学
技
術
に
専
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
知
識
の
特
権
的
独
占
者
と
し
て
の
個
別
性
・
寄
生
性
の

根
拠
を
深
め
、
一
方
そ
の
知
識
を
独
占
的
に
買
収
さ
れ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
存
在
を
「
聖
職
者
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
?

む
し
ろ
矛
盾
を
深
化
さ
せ
る
担
い
手
と
し
て
社
会
に
対
す
る

〈
加
害
者
〉
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
?
そ
し
て
耳
叫
耳
輔

副
制
釘
叶
制
川
引
制
制
叫
剖
叫
利
引
判
外
叫
1
」
剖
封
叫

到
謝
H
斗
寸
割
問
削
樹
却
叶
叶
川
叶
謝
剖
叫
刻
叶
叫
1
劃
削
劃

本
と
国
家
権
力
の
劃
請
に
創
っ
て

t
l曳
り

に

劇

附

引
制
刷
制
覇
問
剣
町
例
制
剣
調
劃
過
粗
削
剣
刈
U
て
い
叫
叫
剖

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
学
は
、
現
実
の
政
治
過
程
を
端
的
に
担

引
叶
叫
同
制
剖
叫
剖
U
叶
創
制
剖
判
制
桝
叫
判
明
叫
↓
崩
叫
技

術
的
成
果
と
引
換
え
に
科
学
技
術
の
根
本
を
問
い
返
す
自
ら
の

説
伺
出
剖
掃
引
制
吋
叫
廿
割
引
叫
J
叶
叶
削
利
引
叶
寸
開
到
剖
一
「

同
湖
周
割
淵
伺
割
剖
引
日
川
引
剰
刺
吋
料
川
寸
時
割
.
制
吋
叫

パ
掘
割
朝
可
制
叫
叫
。
い
わ
ゆ
る
「
研
究
の
自
由
」
な
る
も
の

は
こ
の
よ
う
な
「
研
究
者
」
の
没
主
体
性
と
引
換
え
に
官
許
の

も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
に
し
か
喝
き
な
い
の
だ
。
研
究

者
は
、
即
自
的
に
は
、
こ
う
い
っ
た
二
重
の
意
味
で
の
〈
加
害

者
〉
な
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
真
の
研
究
者
を
目
指
そ
う
と
す

る
な
ら
、
我
々
の
内
部
の
批
判
的
原
理
を
自
己
の
全
存
在
に
向

け
て
、
〈
加
害
者
〉
と
し
て
の
自
己
の
否
定
を
目
指
す
実
践
的

変
卒
、
社
会
変
革
を
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
研
究
者
の
権
利
」
と
言
っ
て
も
寄

生
者
の
個
別
的
エ
ゴ
へ
の
執
着
に
他
な
ら
な
い
。
医
学
生
・
医

療
労
働
者
の
闘
い
、
従
っ
て
ま
た
現
在
の
東
大
闘
争
は
そ
の
こ

と
を
問
う
て
い
る
の
だ
。

-
研
究
者
は
今
こ
そ
関
わ
れ
て
い
る
!

で
は
、
こ
の
様
な
根
本
的
原
理
が
研
究
者
に
問
わ
れ
て
い
る

・
と
き
に
、
研
究
者
が
日
常
的
研
究
そ
の
も
の
を
切
り
取
っ
た
形

で
遂
行
す
る
事
が
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
?
学
問
そ
の

も
の
の
存
立
基
盤
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
学
問
の
み

の
自
閉
領
域
を
な
ん
の
支
障
も
な
く
研
究
し
う
る
と
い
う
こ

と
、
こ
れ
こ
そ
我
々
が
鋭
く
告
発
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
人
間
的

社
会
的
基
盤
を
捨
象
し
た
学
問
の
頚
廃
形
式
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
だ
。
全
学
封
鎖
闘
争
が
具
体
的
な
課
題
と
な
っ
た
東
大
闘
争

の
現
段
階
に
於
い
て
こ
そ
、
全
て
の
研
究
者
は
己
れ
の
存
在
そ

の
も
の
を
鋭
く
関
わ
れ
て
い
る
。
「
研
究
の
自
由
」
の
幻
想
の

下
に
日
常
的
研
究
に
埋
没
す
る
〈
研
究
者
〉
の
尾
大
な
存
在
こ

そ
は
、
危
機
に
瀕
し
た
東
大
の
体
制
を
今
な
お
支
え
、
「
八
・

一
O
告
示
」
路
線
の
貫
徹
H
新
旧
執
行
部
突
代
劇
と
新
た
な
収

拾
策
動
H
学
生
・
院
生
・
研
究
生
・
教
職
員
の
闘
争
圧
殺
を
許

し
た
の
だ
。

。
封
寸
叫
寸
珂
剣
剥
叶
削
対
苅
叫
削
同
制
断
刑
制
剖
制
剖
利
引

叶
・
司
剖
.
刊

A叫
寸
副
司
叫
封
割
剖

1
d制
割
削
樹
底

的
な
批
判
の
目
を
向
け
よ
!

。
自
ら
の
不
当
な
存
立
基
援
を
自
ら
の
手
で
葬
り
去
れ
!
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極
限
的
に
進
歩
し
た
近
代
自
然
科
学
の
な
か
で
、
題
い
は
自
己
の
分
裂
の
克
服
か
ら
は
じ
ま
る
。
矛
盾
は

2011年

る
」
と
い
う
こ
と
に
は
当
然
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
大
学
で
、
研
究
室
で
、
そ
う
い
っ
た
鴎
い
を
氷
続
的
に
進

め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
当
然
そ
の
先
は
安
保
闘
争
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
「
全
共
闘
は
た
と
え
『
七
項

目
』
を
の
ん
で
も
髄
争
を
や
め
な
い
だ
ろ
う
(
は
じ
め
か
ら
『
七
項
目
』
を
受
け
入
れ
る
気
が
な
い
の
に
こ

う
い
う
と
と
は
言
え
る
は
ず
が
な
い
が
、
そ
れ
は
い
ま
は
問
わ
な
い
)
。
だ
か
ら
民
育
や
一
般
学
生
と
手
を

打
っ
て
紛
争
を
収
拾
さ
せ
る
」
と
い
う
大
学
当
局
の
論
理
は
、
冷
酷
な
官
僚
の
論
理
で
あ
り
政
治
家
の
論
理

で
は
あ
っ
て
も
、
研
究
者
の
論
理
で
は
な
い
。

こ
う
い
っ
た
論
理
の
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
ぼ
く
た
ち
の
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
な
く
、
機
動
隊
を
使
っ

て
で
も
全
共
闘
を
圧
殺
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ぼ
く
た
ち
の
闘
い
に
と
っ
て
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
政
治
的
考
慮
よ
り
も
闘
い
を
貫
く
思
想
の
原
点
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
ぼ
く
た
ち
は
マ
ス
コ
ミ
の
言
う
よ
う
に
「
玉
砕
」
な
ど
は
し
な
い
。
一
人
に
な
っ
て
も
や
は

り
研
究
者
た
ろ
う
と
す
る
。
ぼ
く
も
、
自
己
否
定
に
自
己
否
定
を
重
ね
て
最
後
に
た
だ
の
人
間
1
1
1
自
覚
し

た
人
間
に
な
っ
て
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
や
は
り
一
u

物
理
学
徒
と
し
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

し
か
し
、
日
本
に
ベ
ト
ナ
ム
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が
日
本
の
平
和
を
守
る
と
と
で
は
な
い
よ
う
に
、
研

究
室
が
戦
場
に
な
ら
な
い
こ
と
を
厭
う
こ
と
は
「
大
学
の
自
治
」
や
「
研
究
の
自
由
」
を
守
る
と
と
で
は
な

〈
、
研
究
者
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ぼ
く
た
ち
は
研
究
室
を
戦
場
に
し
て
で
も
闘
い

の
圧
殺
に
は
反
撃
す
る
。
ま
し
て
攻
撃
が
拠
点
に
向
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
何
を
使
っ
て
で
も
守
り
抜
く
で
あ

ろ
う
。
知
性
に
誠
実
で
あ
る
た
め
に
な
、
そ
う
す
る
以
外
に
何
が
あ
ろ
う
。
政
治
家
や
官
僚
ど
も
の
論
理

に
、
ぼ
く
た
ち
が
一
年
間
の
思
考
で
た
ど
り
つ
い
た
論
理
を
売
り
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

覚
え
ず
、
っ
た
な
い
こ
と
を
書
き
散
ら
し
た
が
、
こ
れ
は
東
大
闘
争
の
中
で
ジ
グ
ザ
グ
し
つ
つ
歩
ん
だ
一

研
究
者
の
思
考
の
軌
跡
で
あ
る
。
ぼ
く
た
ち
は
闘
争
の
な
か
で
一
つ
一
つ
論
理
を
検
証
し
、
や
や
も
す
れ
ば

日
常
性
に
回
帰
し
論
理
の
深
化
に
耐
え
き
れ
な
い
ぼ
く
た
ち
自
身
の
弱
さ
を
自
己
批
判
し
つ
つ
、
歩
ん
だ
。

外
に
向
か
っ
て
は
告
発
の
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
、
内
に
向
か
っ
て
は
凝
縮
さ
せ
て
い
っ
た
。

東
大
闘
争
は
帝
国
主
義
国
家
の
知
的
中
枢
に
位
置
し
て
い
る
精
神
の
ゴ
ミ
タ
メ
的
な
東
京
大
学
の
腐
敗
の

中
で
、
攻
撃
的
知
性
を
復
権
さ
せ
る
闘
争
で
あ
っ
た
。
だ
が
東
京
大
学
は
告
発
に
こ
た
え
る
と
と
も
出
来
な

っ対
dd選
対
当
局
凶
」
刈
詞
調
司
語
調
叫
易
号
制
欄
叫
剖
剤

u
J叶
什
叫
岡
札
制
引

を
園
家
権
力
に
売
り
渡
し
た
。
空
前
の
弾
圧
で
学
友
を
傷
つ
け
、
逮
捕
さ
せ
、
告
訴
ま
で
し
た
東
大
当
局

剖
1
淵
射
訓
樹
叶
剖
叶
叫
甘
剰
刺
判
引
。
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守
司令
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今
井
客
観
的
に
い
っ
て
、
坐
り
込
ん
で
暴
力
反
対

と
h
う
の
は
結
局
位
体
制
支
持
者
で
あ
り
権
力
の
手

先
で
す
。
し
か
も
彼
ら
の
行
動
に
拡
自
己
矛
盾
が
あ

る
。
彼
ら
が
暴
力
反
対
と
h

っ
て
坐
り
込
み
、
す
さ

ま
じ
h

形
相
で
ぼ
く
ら
に
対
し
へ
ル
メ
ッ
ト
を
と
れ

と
叫
ぴ
、
あ
る
h
は
棒
を
も
っ
て
h
る
の
が
少
数
の

場
合
は
、
多
数
で
取
囲
ん
で
ζ

づ
き
ま
わ
し
、
実
力

で
棒
を
取
り
上
げ
る
。
カ
ン
パ
に
対
す
る
妨
害
だ
っ

て
ひ
ど
く
な
っ
て
る
し
、

9
ン
チ
も
起
っ
て
い
る
。

あ
の
姿
を
み
る
と
、
彼
ら
自
身
き
わ
め
て
暴
力
的

で
、
そ
れ
と
そ
論
理
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。

拘
開
封
顎
判
刻
制
対
刻
剥
対
剖
樹
司
叶
引
の

司
同
剖
サ
剥
剖
例
制
剖
制
斜
倒
叫
.
蝿
姐
計
制
廿
吋

1

働
問l
対
却
制
刺
剖
同
叫
訓
叶
削
剥
対
削
剖
柑
到
剖
割
謝

ずj
判
例
削
矧
叫
寸
寸
刑
判
制
州
制
割
対
剖
叫
叶
対
到

i
E
B
I
t
t
-
t
1
i
f
i
l
l
i
s
-
-
l
i
l
l
i
l
l
l
l
'
 

山
間
闘
が
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ζ

と
毒
ん
だ
匂

申
v
へ一粗削

0
0

2 
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だ
が
闘
い
の
流
動
的
局
面
に
お
い
て
は
、
先
進
的
部
分
が
状
況
を
実
践
的
に
先
取
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

局
面
が
切
り
拓
か
れ
、
ま
た
つ
く
り
出
さ
れ
た
状
況
を
徹
底
し
た
討
論
を
踏
ま
え
て
大
衆
が
共
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
闘
争
は
深
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大
衆
の
中
に
沈
潜
す
る
怒
り
を
組
織
化
し
物
質
化
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
同
時
に
、
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解
放
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
も
封
鎖
実
行
委
員

会
そ
の
も
の
が
先
進
的
意
識
的
で
は
あ
る
が
自
ら
闘
争
を
担
う
大
衆
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
闘
争

は
決
し
て
政
治
技
術
で
は
な
く
、
大
衆
運
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
闘
争
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
理

解
す
る
者
の
み
が
大
衆
遅
滞
の
指
導
部
た
り
得
る
の
で
あ
り
、
硬
直
し
た
官
僚
的
思
考
は
た
だ
大
衆
追
随
と

引
き
ま
わ
し
の
み
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
間
川
料
剰
圃
制
覇
叫
寸
川
剖
酎
可
対
剰
叫
判
削
剖
組
制
創

み
つ
つ
も
進
撃
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
時
、
情
況
を
切
り
拓
く
者
が
た
と
え
世
論
調
査
的
意
味

問
料
川
司
例
制
可
制
引
引

M
M
H
H剖
叫
引
剖
判
例
制
叫
剖
引
け
け
対
酎
制
什
刊
利
叶
判
川
引
制
副
剖
創
刊
引

倒
制
調
割
判
対
樹
謝
叫
民

U
叫
司
副
司
司
剖

U
引
創
謝
制
阿
劇
剥
剖
制
創
劃
割
引
剖
劃

U
U寸
寸
岡
川
割
引
司

副
叫
叫
吋
寸
制
組
同
制
叫
刺
判
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一

0
・
八
羽
田
商
争
以
降
の
情
況
が
示
し
て
い
る
。
階

級
闘
争
の
突
出
部
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
操
作
さ
れ
た
世
論
と
権
力
か
ら
袋
だ
た
き
に
あ
い
な
が
ら
も
先
進

的
学
生
が
闘
い
抜
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
突
出
部
分
が
外
延
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
表
現

す
る
な
ら
ば
、
「
ア
ト
ェ
続
P
モ
ノ
ノ
ア
ル
ヲ
信
ズ
」
と
い
っ
て
決
起
し
た
こ
・
二
六
の
脊
年
将
校
の
鴎
い

と
同
じ
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
決
定
的
な
相
異
は
、
そ
れ
を
支
え
る
理
念
の
違
い
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
契
機
に
触
発
さ
れ
て
闘
い
に
参
加
し
鶴
う
主
体
を
形
成
す
る
場
が
解
放
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。

?へ料
G

、
同
村
自
大
の
学
友
は
東
大
の
学
友
の
闘
争
報
告
を

v

聞
い
て
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
・
な
か
っ
た
と
思
う
。
と

一
h
う
の
は
暴
力
反
対
と
日
共
批
判
が
中
心
に
き
と
え

一
た
か
ら
だ
。
ぼ
く
ら
の
問
題
で
h
う
と
、
大
学
は
暴

一
カ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
h

る
か
ら
、
暴
力
を
も
た

け
れ
ば
な
ら
念
h
。
小
泉
大
の
諸
君
は
そ
れ
が
わ
か

・
な
い
。
東
大
の
学
友
か
ら
出
た
の
は
、
そ
れ
は
ナ

セ
ン
ス
だ
、
そ
れ
紋
日
大
だ
け
の
問
題
で
あ
っ

、
東
大
の
問
題
で
は
・
な
い
と
い
う
。
ぼ
く
ら
は
残

に
思
っ
た
。
汁
刈
斗
司
汁
掛
封
叫
剖
割
削
剥
叫
ゆ

問
題
科
剥
対
叫
羽
寸
寸
対
開
討
刊
可
吋

d
u
d可
念

判
。
し
か
る
に
、
と
の
事
実
が
、
東
大
生
諸
君
に

だ
す
っ
き
り
と
入
っ
て
い
な
h
の
は
、
東
大
聞

大
き
念
問
題
点
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

~ 
四各

今
井
東
大
の
場
合
は
日
大
と
違
っ
て
、
教
一
校
自
体

が
国
家
公
務
員
と
し
て
、
政
府
権
力
の
支
配
の
末
端

を
担
っ
て
い
る
。
授
業
再
開
問
題
に
し
て
も
、
た
と

え
ば
医
学
部
で
は
十
月
二
十
日
に
医
師
の
国
家
試
験

が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
，
れ
に
間
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
卒
業
試
験
を
や
る
。

ζ

れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
と
い
う
論
理
を
出
し
て
く
る
。
受
験
者
が
三
十
人

も
い
れ
ば
、
教
授
会
の
勝
利
で
あ
る
な
ど
と
い
う
。

学
生
側
は
二
つ
に
割
れ
て
半
分
が
受
験
し
た
け
れ
ど

も
、
受
け
な
け
れ
ば
医
者
に
な
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

共
闘
会
識
に
は
つ
い
て
ゆ
け
な
い
と
い
う
学
生
も
い

た
が
、
授
業
再
開
・
試
験
強
行
は
一
つ
の
分
断
政
策
、

支
配
弾
圧
政
策
合
し
て
暴
力
的
な
形
で
や
っ
て
き
て

い
る
と
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
を
担
当
し
て
、
教

で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
教
授
の
実
体
で
す
。

さ
ら
に
重
大
な
問
題
位
、
彼
ら
が
学
問
・
研
究
・

教
育
は
、
客
観
性
、
超
康
史
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ

り
、
人
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
自
分

で
は
幻
想
を
も
っ
て
い
る
点
だ
。
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た。
「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
歴
史
的
ピ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
よ
」
そ
れ
は
、
先
輩
た
ち
の
オ
ル
グ
や
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
だ
っ
た
り
、
校
門
の
と
こ
ろ
で
手
渡
さ
れ
た
ピ
ラ
だ
っ
た
り
し

た
。
と
ま
れ
、
歴
史
へ
の
参
加
・
未
来
を
切
り
拓
く
試
み
と
認
識
し
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
、
い
く
ら
深
刻
ぶ
っ
て
も
心
の
中
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
た
。
あ
ら
ゆ
る
権
威
や
権
力
に
対
し
倣
慢
に
振
る
舞
え
も
し
た
。

「
東
大
解
体
」
や
東
大
の
門
柱
に
書
か
れ
た
「
造
反
有
理
」
は
ま
す
ま

す
私
た
ち
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
。
が
可
そ
ん
な
楽
し
い
時
代
ほ
そ
う

長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
六
九
年
一
月
一
八
日
か
ら
一
九
日
に
か

け
て
の
東
大
安
田
講
堂
が
警
察
力
に
よ
っ
て
封
鎖
を
解
か
れ
た
が
、
こ

れ
を
前
後
し
て
全
共
闘
運
動
は
解
体
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
。
む
ろ

ん
、
私
の
い
た
お
茶
の
水
大
学
の
運
動
も
終
息
に
向
か
っ
た
(
他
大
学

を
ま
ね
て
学
生
部
長
室
占
拠
と
い
さ
ま
し
く
で
た
も
の
の
、
女
子
学
生

で
大
学
内
に
泊
り
込
め
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、
私
を
ふ
く
め
た

数
人
の
地
方
出
身
者
で
守
り
ぬ
く
の
は
き
っ
か
っ
た
)
。
そ
の
過
程
で

お
こ
っ
た
こ
と
は
、
運
動
の
高
揚
期
に
は
仲
間
同
士
の
価
値
観
の
一
致

を
求
め
ず
、
一

O
の
う
ち
一
つ
同
意
で
き
れ
ば
仲
間
と
し
て
、
優
し
い

連
帯
で
結
ぼ
れ
て
い
た
の
と
は
逆
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
違
い
を
探
し
、

自
分
た
ち
の
正
統
性
を
主
張
し
他
を
排
斥
し
始
め
た
。

全
共
闘
運
動
に
は
光
と
陰
が
あ
る
。
陰
の
時
代
に
入
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
の
招
待
状
は
実
は
タ
ダ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
ケ
ガ

を
し
た
り
、
豚
箱
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
そ
れ
が
も
と
で
、
卒
業
で
き
な

か
っ
た
り
、
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
な
ど
は
典
型
的
な
ツ

ケ
払
い
だ
っ
た
。
が
、
何
に
も
ま
し
て
き
っ
か
っ
た
の
は
、
仲
間
同
士

の
内
ゲ
バ
で
あ
る
。
さ
す
が
に
わ
が
女
子
大
で
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
か

っ
た
が
、
想
像
を
こ
え
た
と
こ
ろ
ま
で
ふ
み
こ
ん
だ
運
動
に
未
練
は
な

か
っ
た
。

阜
商

月
革
命
は
六
八
年
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
バ
ー
ク
レ
ー
校
な
ど
で
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
お

エ
る
、
そ
う
い
う
時
代
的
な
も
の
が
全
部
連
動
し
て
い
た
。
日
本
独
自
の
も
の
で
言
え
ば
、

日
韓
条
約
に
関
連
し
て
の
日
韓
問
題
が
あ
っ
た
し
2
経
済
的
に
は
高
度
成
長
期
だ
け
れ
ど

も
、
公
害
問
題
な
ど
、
六
0
年
代
は
じ
め
の
パ
ラ
色
が
だ
ん
だ
ん
破
綻
し
て
き
た
時
期
だ

っ
た
。
ま
た
、
1

家
族
帝
国
主
義
L

へ
の
反
対
も
叫
ば
れ
て
い
て
、
寸
共
同
体
的
家
族
は
崩

壊
し
て
ゆ
く
。
村
落
共
同
体
的
、
ふ
る
さ
と
的
家
族
は
崩
壊
し
て
家
庭
か
ら
離
脱
す
る
」

と
学
生
が
考
え
て
い
た
頃
で
も
あ
る
。
斗
却
材
寸
寸
品
割
引
引
出
叶
剖
割
引

u

討
泊
副
司
司
副
川
例
制
剖
削
叶
剥
対
削
困
判
制
副
司
吋
刻
刻
判
例
制
割
劉

の
事
件
、
明
治
大
学
の
学
費
値
上
げ
問
題
な
ど
き
っ
か
け
に
な
っ
た
で
き
ご
と
は
あ
る
が
、

封

建

泊

留

守

司

吋

伺

叫

パ

可

時

伺

川

淵

利

引

制

司

封

叫

割

引

叫
利
減
引
叫
引
刻
寸
剖
討
割
引

J
別
対
叫
寸
劇
対
利
剣
副
謝
劃
叫
刈
寸
寸
川
引
州
出
制
刷
、

叫
升
廿
叫
伺
料
U
刻
刻
制
叶
叶
け
引
樹
口
出
斗
剖
吋
剥
対
同
対
川
制
州
引
到
則
樹
劃
削
船

も
っ
て
い
た
か
ら
、
京
大
の
血
の
気
の
多
い
の
は
、
東
大
に
出
張
し
、
逆
に
東
大
の
法
学

制
問
輔
副
叫
1
掛
剰
州
制
川
叫
刻
刻
刻
叫
醐
剖
叫
剰
引
叶
樹
剖
削
剥
引
制
到
U
剛
山
引
削

け

汎

1
ぺ
け
外
川
明
到
回
調
盟
問
矧
叫
廿
州
剖
川
町
制
剖
川
判
。

-100-

史
料
β

四
O
年
前
の
大
学
紛
争
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、

t
い
う
の
が
与
え
ら
れ
た
問
い
だ
が
、
私
の
中
で
は
六

八
年
は
六
六
年
と
地
続
き
で
あ
る
。
都
市
風
俗
と
大
学
紛
争

t
。
と
に
か
く
主
義
主
張
で
は
な
く
、
気
分
。

そ
れ
が
一
番
当
時
の
選
良
、
社
会
の
人
々

t
違
っ
て
い
た
。

私
は
生
意
気
な
こ
と
に
教
師
、
先
輩
を
含
め
、
自
分
よ
り
年
上
の
人
聞
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
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か
ハ
斜
Q
l

。
二
月
二
十
日
(
木
)

立
命
大
に
機
動
隊
導
入

十
八
日
夜
、
存
心
館
が
法
学
部
学
大
に
基
づ
い
て
一
丹
封
鎖
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
認
め
ぬ
民
青

が
実
力
排
除
に
の
り
出
し
た
。
攻
防
を
め
ぐ
っ
て
火
え
ん
ぴ
ん
、
投
石
、
放
水
の
混
乱
が
あ
り
、
負

傷
者
二
百
余
名
、
危
篤
一
名
が
出
た
。
今
回
の
機
動
隊
導
入
は
、
そ
の
乱
闘
に
よ
る
暴
行
罪
、
傷
害

罪
、
凶
器
準
備
集
合
罪
適
用
の
た
め
の
学
内
捜
査
が
名
目
で
あ
る
。
捜
査
令
状
に
よ
る
機
動
隊
の
学

内
立
入
り
で
あ
る
。

十
九
日
、
学
内
は
一
一
向
日
中
に
機
動
隊
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
緊
張
の
中
に
あ
っ
て
騒
然
と
し
て

い
た
。
私
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
下
宿
で
本
を
読
む
べ
き
か
、
学
内
で
機
動
隊
の
立
入
り
に
対
し
反
対

の
行
動
を
起
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
た
。
し
か
し
機
動
隊
の
学
内
立
入
り
に
ハ
ッ
キ
リ
し
た
立
場
を
と

ら
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
も
ズ
ッ
ト
こ
の
ま
ま
駄
目
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
学
校
に

徹
夜
し
た
。

中
川
会
館
の
封
鎖
パ
リ
ク
l
ド
は
私
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
提
起
し
て
き
た
。
私
は
大
学
に
つ
い

て
、
学
生
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
。
入
試
前
日
、
存
心
館
横
の
地
ぺ

か
和
町

文-斜
U

柴
田
湖

例
え
ば
、
あ
の
頃
の
主
題
の
ひ
と
つ
は
ゲ
バ
ル
ト
で
、
『
現
代
の
理
論
』
で

も
僕
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ゲ
バ
ル
ト
反
対
を
書
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
た

だ
ゲ
バ
ル
ト
が
出
始
め
た
時
に
は
、
そ
の
意
味
が
充
分
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
気
が
す
る
・
僕
が
そ
の
時
考
え
た
こ
と
は
、
ゲ
バ
ル
ト
は
国
家
の
暴
力

装
置
に
対
抗
す
る
た
め
の
対
抗
暴
力
と
し
て
出
て
き
た
と
理
解
し
た
。
僕
は
た

と
え
対
抗
暴
力
で
あ
っ
て
も
ゲ
バ
ル
ト
に
は
反
対
だ
っ
た
け
ど
、
現
象
と
し
て

は
そ
う
理
解
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
対
朝
刷
劃
聞
で
あ
る
自
分
の
自
の
前
で
学

‘，a
E
'
I
I
6』
E
a
E
B
E
a
'
$
a
z
E
'
z
t
t』
E
'
'
E
E
E
a
E
E
E
E
E
E
E
Z
'
S
E
E
'
t
E
t
t『
E
E
E
'
'
E
E
B
E
E
S
E
a』
'
h
a
'
a

，EE
E
E
E
E
'
E
E』
B
B
E
'
a
a
'
E
a
t
s
E
.

，BE
B
E
E
P
-
E
E
E『
E
E
E

・E

・t
s
a
'
B
P
B
B
E

生
た
ち
が
ゲ
パ
棒
を
振
り
ま
わ
し
て
い
る
の
を
見
て
か
る
う
ち
に
句
そ
う
か
う

側
副
制
割
引
例
制
剖
吋

4利
凶
割
オ
廿
割
判
同
列
升
吋
判
叶
判
刈
寸
剖
剖
吋
ー

剖
引
廿
同
制
叶
甘
寸
組
制
凶
列
川
樹
剖
矧
引
剖
川
州
引
制
オ
寸
叫
剖
刈
矧
寸
J
引

刈
樹
剖
銅
別
刷
割
引
剖
副
側
同
判
引
司
叫
剖
劇
叫
廿
川
剖
刈
剖
斗
叶
引
剥
刺
U

剖叶
l

・
・
・
と
こ
ろ
が
戦
後
日
本
近
代
、
戦
後
民
主
主
義
が
前
提
に
し
て
い
た

人
間
観
の
な
か
に
は
、
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
人
間
は
本
来
理
性
的

な
動
物
で
あ
っ
て
、
暴
力
衝
動
な
ど
は
そ
の
人
間
観
の
外
に
追
い
や
ら
れ
て
い

た
・
全
共
闘
の
連
中
と
全
く
非
生
産
的
な
い
さ
か
い
を
毎
日
や
っ
て
い
る
う
ち

に
、
そ
う
い
う
こ
と
が
判
っ
て
き
た
。

学
八
-
料
位

-宇調

大
学
紛
争
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
の
か
特
定
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
.
東
大
の
医
学
部
な

ど
の
発
端
は
あ
る
に
し
て
も
、
も
っ
と
長
い
、
全
体
の
流
れ
を
見
な
く
て
は
わ
か
ら
な
い
。

六
O
年
安
保
が
つ
ぶ
れ
た
あ
と
、
セ
ク
ト
が
ど
ん
ど
ん
形
成
さ
れ
て
、
中
核
と
草
マ
ル
が

分
か
れ
て
ケ
ン
カ
を
始
め
て
、
あ
ち
こ
ち
の
大
学
で
そ
れ
な
り
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
争
い
が

お
こ
っ
た
。
六

0
年
代
半
ば
に
は
、
京
大
の
か
な
り
の
部
分
は
民
育
系
に
な
っ
た
。
し
か

e
M
 

L
少
数
派
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
セ
ク
ト
が
あ
っ
た
し
、
ノ
ン
セ
ク
ト
だ
け
れ
ど
、
ベ
平
連

の
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
グ
ル
ー
プ
が
出
て
来
た
り
す
る
。
七
O
年
頃
の
先
鋭
的
な
学
生

は
寸
ベ
平
連
、
あ
ん
な
の
、
市
民
運
動
ゃ
ん
か
」
と
パ
カ
に
し
た
り
も
し
た
・
セ
ク
上
は

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
入
ろ
う
と
し
た
り
、
そ
こ
を
取
ろ
う
と
し
た
り
。
そ
こ
か
ら
「
も
っ

と
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
セ
ク
ト
に
入
る
人
も
い
る
し
、
そ
う
い
う
人
を
取
ろ
う
と
い

う
セ
ク
ト
も
あ
る
し
、
逆
に
中
に
潜
り
こ
ん
で
自
分
の
思
う
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
動
き

も
あ
る
・
そ
れ
に
対
し
て
民
青
系
が
い
る
か
ら
、
非
常
に
大
ま
か
に
一
吉
田
う
と
、
全
共
闘
系

と
民
青
系
が
あ
る
こ
と
に
な
る
・
大
学
で
目
立
っ
た
の
は
東
大
だ
し
、
ほ
か
に
は
、
京
大

$
錨

の
中
核
系
の
学
生
一
人
が
死
ん
だ
一

0
・
八
羽
田
闘
争
、
そ
し
て
佐
世
保
に
空
母
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
が
や
っ
て
来
た
り
、
料
軍
機
が
九
州
大
学
に
落
ち
た
り
、
そ
う
い
う
も
の
が

動
き
出
す
の
が
、
六
0
年
代
の
後
半
。

し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
的
な
動
き
で
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
時

3 

汐
命
村
山

101-
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史
料
時安

i

d
時
〕

沼
陪
は
車
車
問
神
究
極
シ
寄
付
泊
磁

m
J問
視
内

A
・

川

町

一

胸

躍

参

事

実

カ

ラ

ズ

5
5
岡

山

説

司

d
間

関

望

鴇

制

司

刷

ノ

紋

ハ

必

ズ

シ

手

呉

カ

ノ

歩

高

二

m
E
d
調
湖
沼
調
鴎
留
品
切
切
司
柑
司
、

ラズ駒山刷
F
F
L
Y

テ
思
最
割
引
柿
ニ
富
.
オ
胡
鋪
羽

a
q
d内
吋
心
輔
喝
a

z産
ハ
克
ク
轟

ZMT需
喜

悦

首

誕

盟

4
4
召
寄

」

H

ル
コ
ト
再
生
ノ
ナ
レ
パ
ナ
リ
』
ヒ
一

f
p
z
自
目
司
自
司

リ

立

川

x

x

x

跡
部
却
謝
端
部
町

一

川

，

司

ヨ

ヨ

1
4
q
q
-一
号
三
重
要
コ
ン
)
は

一
川
司
副
刻
霊
君
主
一
軒
が
臨
ま
っ
た
が
、
出
「
マ
ム
シ
三
議
室
雲
仙
師
同
期
書
置
し
た
塙
告
は
，
ピ

l
d司
a司
菊
川
刈
ヨ
グ
認
め
な
い
.
童
日
砲
で
い
え
ば

η一
川

叶

剣

剥

オ

刈

告

が

-7Jデ
シ
バ
ラ
バ
ラ
な
ら
、
デ
に
な
量
、
う
広
三
重
か
包
と
ス
二
本
語
英
童
星

.

4

3
剖
』
」
卦
則
強
勾
討
議
」
と
き
耳
、
歯
切
注

目

訂

以

肌

対

刻

A
4刈

z
d
n
H
F書
簡
庁
、
聞
い
い
『
一
室
苦
が
人
一
生
の

d
p
eひ
と
つ

E
喜
怒
、
わ
れ
併
ヨ

d
外

司
.. 司

週

g
選
母
の
『
空
宮
イ
ン
ク
ほ
弔

!

ー

l

引
一
川

4
5
1」
岳
、
ア
〆
リ
元
大
世
田
と
パ
ラ
パ
が
通
じ
な
い
」
と
担
〈
，

b
色
白
雪
器
で

3
2叫

J
3』

↓
詞
縄
問

1ヨ
用
、
問
き
ら
さ
し
ず
め
脅
か
冊

(

一

刷

用

問

喜

一

ラ

.

富

哲

学

生

産

回

一

す

霊

日

産

要

望

号

血

症

に

、

じ

τム
芸

童

話

己

と

・

オ

3
4到
凶
劉
制
例

x
v
a
聞
て
牢
曲
活
字
る
A
聞
「
逗

一

川

判

認

調

加

者

事

毒

事

ミ

尋

問

こ

ん

な

ハ

話

器

ミ

皇

室

主

で

民

主

義

告

3.劉
司
司
司
.
調
う
な
ど
告
〈
ナ
ン
セ
ン
ス
.

B
一

叫

叫

明

刀

語

句

目

前

じ

か

喜

重

子

へ

芸

L
A
n
a
-
u
g
-
-
Z傘
参

議

書

7.廿
剖

掛

詞

4剖
悶
例
議
選
で
事
ゑ
一
鉱
毒
で

2
一

川

刈

沼

A
週

.

み

る

」

霊

童

話

時

説

。

抱

負

室

長

Z」
と
。
ザ
イ
」
と
叫
ん
4
E

働

2
2・
.
割
調
副
司
叶
イ
沼
副
司
朝
べ
ば
す
む
1
タ
ス
キ
が
日
制

2
一

川

目

問

に

揺

し

て

-

一

王

童

日

掛

広

げ

た

申

書

、

患

の

さ

い

草

寺

，

Z
Z聴
聞
酬
に
判
中
鞭
品
開

r
i
l
-
-器
官
し
た
た
め
担
官
官

月

一

川

遁

会

す

で

に

長

闘

を

初

り

た

か

Z
Bしい

.
c
h二
若
草
す
る
.

H

M

旧
軍
障
の
存
型
鞠
骨
」
の

-

S
喝
の
迎
う
相
手
を

t
，
と
さ
-
お
か
.
二
者
割
一
の
副
合
わ
せ
の

9
一

川

糊

円

増

と

ち

「

ナ

、

王

子

李

白

丈

に

そ

一

人

以

上

2
5
5
2主
著

司

諸

君

司

3
3星
空
1
5
1

一

酬

の

一

R

H

1

1

1

!

l

i

l

1

1

1

l

i

l

i

-

-

J

シ司、

5
ス
テ
ム
だ
か
、
己
ち
ら
は

崎
一
ぽ
闇
比
関
陣
一
一
、
相
手
の
論
理
を
や
っ
つ
け
る
用
語
ナ
リ
一

M
Mは
げ
げ

副
主
馴
圏
界
に
童

2
己

話

室

前

一

一

「

{

国

智

頭

ン

羽

市

町
一
川
淵
翻
刻
調
畑
一
一
、
7
へ
ラ
ボ

1
メ
」
「
ふ
ざ
け
る
な
」
な
ど
と
一
線
必
鰭
籍
制

s一
川

C4羽
込
河
有
1
須

刻

舗

凶

，

一

一

裂

き

説

得

出

『

む

(

尼

崎

氏

〕

4
一酬・
4
3
4製
鋼

一

同

じ

意

味

ナ

リ

一

手

季

初

露

出

へ

の

宕

和

一

川

醤

司

刊

現

沼

崎

圏

内

一

一

騨

」

毒

す

の

に

、

事

T
る
わ
け

B
一
山
桔
亦
ら
-
青
L

一割躍な「

γ
・」か

1

1

l

t

1

1

1

1

1

1

1

1

で
晶
る
。
『
つ
づ
く
】

E
-
州

d
司
鋼
剖
凶
縄
相
割
刊
州
市
安
忌
鼻
制
民
え
る
か
・
王
手
掛
設

川

罰

Z
Z

士
事
ハ
ン
タ
ー
イ
」
と
草
間
一
草

川
一
月
・
亭
十
一
日
常
日
比
ハ
央
金
集
が
や
り
返
し
.
聖
書
生
た
ち

刷
岱
で
聞
か
れ
た
「
晶
準
語
信
世
保
回
世
口
々
に
「
イ
ギ
ナ
l
シ
」
.

争
咽
也
大
描
声
」
.
筒
埴
に
立
勺
た

x

x

v

h

杭
山
朋
持
金
苧
耐
護
白
星
が
車
、
J

高
か
つ
T

あ
舌
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ

い
声
で
ぶ
草
者

ζ
.
い
き
布
い
ン
ス
時
借
り
ナ
ン
セ
ン
ス
と
は
描

串
ま
っ
て
「
わ
れ
わ
れ
ワ
ミ
捕
え
い
ま
の
「
ナ
、
石
ン
ス
」
は
菅

畑
な
大
串
を
そ
膏
揖
え
t
、
ζ

僚
の
5
9品
川
色
世
わ
れ
抽
め
号
亨

色
か
色
掴
注
す
る
己
£
に
よ
っ
て
エ
ル
年
シ
ズ
ム
号
非
政
楢
闘
に
、
純
酔

1
」
と
や
っ
た
主
』
也
、
す
か
さ
ず
H

露
連
語
的

ra必
じ
た
ロ
?
?
タ

襲
か
ら
「
ナ
ン
セ
気
I

奈
書
事
す
る
古
一
一
事
前
君
、
撃

は
揖
姐
か
f
」
と
ヤ
ジ
が
と
ん
だ
.
の
誼
理
を
押
臨
す
る
と
き
に
用
い
た

ハ
9

と「
u
t骨
山
室
同
長
。
「
い
ま
の
を
融
自
と
す
』
〈
京
大
文
字
幅
胞

の
殉
試
を
府
軍
:
」
、
と
た
・
ん
L

同
時
党

m商
H
E
}

ら
し
い
・
相
手
を

混
同
な
ー
と
の
大
唱
利
。
パ
よ
け
め
っ
て
坦

τ奇
蹟
曹
の

伺
例
そ
一
の
一
-
-
ヤ
イ
パ
壱
宮
支
毒
手
掴
壱
は
ぷ
〈
.

7
〆
リ
カ
の

4
学
出
'
が
早
び
己
れ
は
手
っ
と
り
写
い
、
止
日
R

め

か
け
た
「
同
臨
度
職
デ
l
」
円
四
月
で
電
話
昔
U
た
.

ニ
土
ハ
目
可
国
間
融
公
隠
は
白
ヘ
ル
〆
遥
せ
ば
わ
か
売
れ
'
叡
輔
的

F
の
中
一
皆
様
、
捧
ヘ
ル

X
Fの
畠
ゲ
バ
ル
ト
警
護
察
峯
生
古
賀

社
最
岡
、
背
ヘ
ル
メ
ッ
ト
白
社
宵
同
恩
椙
田
の
C
R回
大
三
一
郎
瞳
栂
は

申
入
鉱
山
川
仰
い
引

用制震F予Eヨ箸嵩.

(5) 

k 

-102-



全学共通科目「京都大学の歴史」の実践(西山)

か
入
抱
引
r
D

「
革
命
の
先
兵
と
し
て
現
地
実
力
闘

争
を
戦
い
抜
げ
」
「
ζ
ん
棒
と
へ
ル
メ

V
ト
で
基
地
侵
入
を
」

i
l東
京
か
ら

京
都
か
ら
、
大
阪
か
ら
、
学
生
た
ち
は

佐
世
保
へ
向
っ
て
い
る
。
あ
と
二
日
後

に
喜
吉
案
原
子
力
霊
エ
ン
タ
ー

ゴ
フ
イ
ズ
に
反
対
す
忍
た
め
に
。
十
五

目
、
表
示
で
は
寄
港
限
止
を
叫
永
学
生

百
三
十
余
人
が
潜
官
隊
と
乱
闘
し
て
検

ぎ
れ
た
。
そ
の
警
ま
り
切
っ
て

泰
博
道
線
存
約
八
十
人
の
学
生
た
ち
が

西
下
し
て
い
っ
た
。
大
阪
、
京
都
か
ら

も
多
く
の
・
学
生
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

神
戸
で
は
、
ヂ
モ
学
生
か
米
総
領
事
館

績
に
す
わ
り
込
ん
だ
。
ひ
た
む
き
な
行

動
に
か
り
立
て
ら
れ
る
と
の
若
者
た

ち
ψ

「
暴
力
だ
け
は
避
け
て
ほ
し
い
」

ー
ー
そ
の
一
人
び
と
り
に
替
え
忍
家
族

や
診
校
や
仰
聞
に
、
学
生
た
ち
は
答
え

る
の
だ
。
「
そ
れ
で
も
お
れ
た
ち
は
行

く
」
。
こ
の
若
者
た
ち
の
行
動
を
支
え

て
い
あ
も
の
は
何
な
の
だ

ろ
う
か
二
週
間
、
雪

D

の
あ
と
を
追
い
二
て
の
親

'
3

た
ち
ゃ
教
授
の
声
を
聞
い

!

i

・

一

、

歩

い

た

。

ま

曹
』
J

E--とを'
b
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史
料
お

i
l
京
大
紛
争
と
い
う
の
は
、
大
学
改
革
論
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
中
心
テ
1
7
に
は
な
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

岡
本
あ
え
て
し
な
か
っ
た
。
日
本
の
大
学
全
存
と
し
て
も
、
あ
の
と
き
わ
り
あ
い
、
京
大
な
ん
か
の
よ
う
に
、
フ
レ

P
シ
プ
ル
な
と
い
う
か
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
と
い
う
か
、
な
ん
に
も
残
さ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
な
ん
か
、
大
学
紛
争

の
あ
い
だ
に
大
学
制
度
全
般
の
見
直
し
を
や
っ
て
、
学
生
参
加
を
実
施
し
、
四
者
共
同
と
か
重
大
な
改
革
を
や
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
で
は
大
学
の
運
営
が
で
き
ぬ
と
い
う
反
省
か
ら
憲
法
裁
判
を
や
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
ま
た
元
に
返
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。
日
本
で
は
、
あ
あ
い
う
合
理
的
と
い
う
か
正
直
な
行
き
方
は
し
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

l
l
全
共
翻
側
の
要
求
と
い
う
の
も
、
奥
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
最
初
か
ら
大
学
が
、
呑
め
そ
う
も
な

い
や
つ
を
探
し
て
き
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
。
要
す
る
に
運
動
の
方
法
論
と
し
て
の

要
求
で
、
大
学
の
あ
り
方
を
問
う
と
い
っ
て
も
、
抽
象
的
に
帝
国
主
義
大
学
解
体
と
い
う
だ
け
で
改
良
志
向
じ
ゃ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
改
革
論
議
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
民
事
同
系
は
改
良
志
向

で
し
ょ
う
し
、
東
大
な
ん
か
に
比
べ
れ
ば
京
大
は
民
育
系
が
強
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

奥
田
も
と
も
と
強
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
紛
争
以
来
、
民
青
は
非
常
に
弱
く
な
っ
て
き
た
。

院
本
民
青
に
対
す
る
批
判
的
考
え
方
っ
て
い
う
も
の
が
、
た
い
へ
ん
京
大
紛
争
全
体
を
支
配
し
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、

学
生
部
と
か
は
、
わ
り
あ
い
、
全
共
闘
の
ほ
う
に
親
し
い
ん
で
す
よ
。
学
生
部
長
な
ん
か
学
生
部
に
お
り
ま
ず
か
ら
ね
、

そ
れ
で
あ
の
激
し
い
運
動
中
で
も
、
学
生
部
長
や
総
長
に
、
全
共
闘
は
悪
意
を
も
た
な
い
ん
で
す
ね
。

ー
ー
や
っ
ぱ
り
、
全
共
闘
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
み
た
い
な
も
の
が
、
一
般
的
に
そ
こ
は
か
と
な
く
あ
っ
た
ん
で
し

ょ
う
か
。

岡
本
民
育
に
対
す
る
批
判
が
、
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

上
柳
こ
れ
は
ね
、
私
の
強
じ
で
い
う
と
、
一
般
学
生
に
も
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
や
は
り
良
育
に
好
意

的
な
グ
ル
ー
プ
、
こ
れ
は
、
か
な
り
あ
る
ん
で
す
よ
一
般
学
生
で
も
。
け
っ
し
て
そ
う
孤
立
し
て
い
た
と
は
恩
わ
な
い
。

し
か
し
、
全
共
闘
系
の
運
動
に
ジ

γ
パ
ジ
ー
を
も
っ
一
般
学
生
も
か
な
り
い
て
、
や
っ
ぱ
り
両
方
あ
り
ま
し
た
ね
。
こ

れ
は
複
雑
な
も
、
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

関
同
剖
1
川
刻
叫
吋
寸
寸
閣
制
倒
可
州
制
引
剖
矧
叫

U
引
叫
制
可
制
叫
制
剰
叫
謝
割
叫
利
川
引
制
叶
叶
州

U
叶
引
制

剥
制
叫
剖
村
川
回
司
引
制
叫
柑
『
剖
割
引
引
制
川
副
調
封
劃
叫
制
創
剖
剖
洲
剖
叫
剖
叶
剖

U
川
引
U
引
剖
劇
引
制
判
削

剥
材
料
司
司
材
組
封
封
併
科
叫
引
現
掲
討
劃
削
剖
引
刻
U
剖
叶
州
制
剖
削
叫
刈
引
刊
削
叫
引
劃
到
U
引
制
糾
叶
剖
刑

判

a
J剖
封
鎖
割
削
判
制
州
司
社
制
叫
刑
制
剖
叫
剖
」
川
辺
引
副
司
引
引
制
剣
州
引

J
m剖

吋
現
完
封
劃
叫
到
司
割
引
刻
U
剖
司
川
刻
叫
剰
刈
剰
叫
叫
則
制
同
制
川
叶
U
U叶
刑
判
引
制
可
制
刈
州
剖
則
削
剖

調
劃
劃
州
当
叫
叶
引
刈
羽
」
糾
削
叫
引
剣
刻
ヨ
剖
引
羽
」
引
川
引
制
剰
司
句
叫
刈
糾
吋
叶
削

ZIl-BEllig--'Isi--IBI--thalli--Ballis---BElli--stha--' 

り
寂
し
い
な
と
い
う
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
ん
で
す
巴
定
¢
と
き

E
L仕
L
T

そ
ら
、
私
ど
も
た
い
へ
ん
苦
労
も
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
私
自
身
、
や
っ
ぱ
り
京
都
大
学
と
い
う
の
は
よ
か
っ
た
な

あ
と
思
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
僕
は
鈍
感
な
ほ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
あ

ま
り
身
体
の
危
険
と
い
う
も
の
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
の
学
生
に
甘
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

ち
る
D
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
、
や
っ
ぱ
り
、
割
引
例
制
1
斗
創
q瑚
調
封
製
ぷ
川
引
制

q凶
刈

U
廿

1
J割削叫

引
江
川
U

U
割

引

司

川

割

4
1
M割
問
削

U
剖

U
剖
刑
判

q計
川
引
制
刷
出
園
調
封
劃

U

川

引

斜

村

副

司

料

引

引

制

割

判

川

判

割

封

叫

剖

刈

剖

刈

副

司

寸

羽

目

4
4割
引

到

川

引
剣
掛
叫
州
制
引
U
叶
叫
剖
引
刻
判
ね
。

史
料
勾
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全学共通科目「京都大学の歴史」の実践(西山)

鴻t2は
ヂ岬申噛申叫1怜申咽同C叫申'm， 中111'中 111)1申 岬 申ulllc::c:tolllr申 ulJ'<>'11I・-車内抑制OI<:;H11胸中巾申11"亭叫"<00唱1・<:凶阿国蜘;:>lfll)。噌oQoII同開11'<同伽喧

言 杢

i <随想> r教育学部の受持は下級学校の問題に限られ:

! 大学紛争をめぐって 大学は扱いません」ということで，私は侍りか i
i かろうとした柱が揺いだような感じを味わいま E 
O 名誉教授富田和久 した。 2

学生諸君とは随分話し合いましたが，事態が 9i概生一也う ぬ ーわれて…をわって話け

3のが実情で，ふりかえって特 d鍾贋璽瞳孔 することが難しくなって行きました。一一鎮圧 i
i別の酌想起するのは容易で緩聾購.':'¥ は学生諸君にとって明らかに挫折でした。 -o
iありません。これに較べる 養護軍喜怒j 挫折によって若者は暴力に走るか，恋愛におち i
iと，私が理学部長 (1969-冗 穣議.;ï]~W る，ーという友人の見通しが正しかったか否 i
i年)を仰せつかったのは，学 穏鶏拶F かは分りませんが，行動的に挫折した若者達 i
;位含めて全学が紛争のため ー が，言論的に沈黙したことは事実でした。これ i
;に揺れ動いた時期に当っていたので，その強烈 は言葉に対する絶望の表現だったのかも知れま;

!な印象は今も忘れません。 せん。しかし，別の見方をすれば，若者逮が窓;

! 当時は，部局長の会議も殺気を帯びており， 気昂揚した本当の原因，また行動の窮極の目的;

~ r北の果に住まっている人には，時計台の下で が何であったか，ということについて，彼等自!

i何が起っているか分らんでしょう」などと罵ら 身，その把握が必ずしも充分でなかったことを i
iれたりもしましたが，それでも，学生は何を求 示しているようにも思われます。 i 
iめているのか，大学として今何をするのが正し そういう訳で，私は，大学紛争の意味という i
iいか，など，一人の人間として考えつめていた 商題は，専門家を頼るのでもなく，学生の発言 i
i時のことが，昨日のことのように想い起されま を受け売りするのでもなく，一人の人間として i
bヲ。 自分で考えて行かねばならぬと思う様になりま d 
j 理学部では，学生諸君の献を容れて，専門 した。ー以来やがて2咋，その聞に退職制 i
i課程における課目選択の自由度が著しぐ拡げら さんで，不思議にこの問題だけは念頭を去りま i
iれることになりました。しかし，部局によって せん。それは，今日なお，基本的な問題は解決 i
iは話がこじれ，学生の行動がエスカレートして されていないだけでなく，病根は一層深くなっ i
j行きました。かくて，大学会体としては， 1年 ているように思われるからです。~

i余り右往左往した揚句，京都大学は外部の力に 話は飛びますが，最近のテレビに，生命を事 i
;依存して学生の行動を規制し，そういう形で事 い合う実戦の場に，己ら進んで外人部隊として i
;態は鎮圧されました。しかし，このような処置 参加して行く日本の若者が紹介され，衝撃を受 i
gは果して正しかったのか，今だに疑問は去りま けました。さらに驚いたのは，記者の「なぜJ f 
;せん。ー当時，私の気持としては，そういう という聞いに対する彼の答えでした。ー「今 i
i段階がくる前に，せめて大学として，何故この 持.どんな職場で働こうと周りはすべて敵では;

i様な紛争が起ったのか，その原因を見定める位 ないか…・・。むしろ実弾を浴びる戦場で真の戦 i
iの見識を示してほしい，という秘かな期時をい 友が生れるのではないか。…・・・」と。 i
iだいていましたが，耳に入ってくるのは，学生 これはたしかに常識的な言葉ではありませ!

?の志気昂揚を「はしか」呼ばわりする物知り顔 ん。しかし，我々はこの言葉を根も葉もたい「生 t
iの声や，対策と処置に終始して「冬眠作戦」を 常識」として笑うことができますか。私はそこ i
i公言する窓口的発想ばかりでした。ーたまり に現代の文化のかくされた傷口と齢、械をみ i
iかねた私は，ある時，教育学部の先輩教授に， た思いがしました。ーその恥，我々の社会 l
i専門の立場から紛争の事態をどう見て居られる の現実としての「人間疎外1にあると思われま i
毒か，と尋ねて見ました。ところが，その答は， す。どんなに技術が進んでも，経済的発展があ E

;っても，ーあるいはむしろ技術や僻地め に対する「精神革命」の婆加味していたのきi輸 出 ー そ れ だ け 一 層 「 人 一械の …ぅヵーそして…とす芸

部分品ゃ，体制の耕に成町叩く傾向が ればこれを正面から取り上げず魚い哨;

あるとすれば，そこに精神的な閉塞を耐えがた 的に鎮圧したことは誤っていたのではなかろろ 善

，く感ずる人聞が現れてくるのは当然ではないで 針。何故なら，たとえ貿易は黒字になっても， • 2 
しzうか。 人聞を疎外する社会の病根は，原理的には今も

そう考えると，大学紛争の本当の意味は，精 除かれておらず，しばらく地下に潜んだ後，前

神的成長期にあって，人一倍敏感な若者が，社 述の「戦争参加」のように，一層ぬきさしなε
会のこのような動向に対していち早く反応し， ぬ形で表面化する兆を見せているからです

抗議の芦を上げたという面があったのだと思わ

れます。彼等の芦は，現体制の根底にある思想
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